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筑波大学プラズマ研究センターでは大型タ

ンデムミラー装置GAMMA10/PDX[1]を用いて高

性能プラズマと低壁熱負荷の両立を目指し、開

放端磁場と電位・電場効果を活かしたプラズマ

輸送制御と境界プラズマ現象の解明研究を進

めている。この研究は環状系装置の炉心プラズ

マの閉じ込め改善で重要な揺動と輸送の制御、

また核融合炉の成否を決めるとも言われてい

る境界プラズマの制御など重要な研究課題の

解決という意義をもち、これらの重要課題に対

して、本センターではミラー特有の端損失の制

御というミラー装置独自の特色を活かして研

究に取り組んでいる。 
 上記の実験・研究の進展に伴い、核融合炉ダ

イバータ模擬のための、超伝導コイルを用いた

定常高密度プラズマを実現する、新しい直線型

開放端ミラー装置の開発計画を推進している。

図１にこの新装置のコイル配位をもとに「精度

保証付き数値計算」[2]を用いて計算した磁場

強度の分布と、図２に磁力線形状を示す。黒色

部分はコイルを示している。 

そして、この新しい定常装置のミラープラズ

マの安定性を確保するために、GDTなどで実績

のあるVortex Confinementの手法[3][4]を精査

している。この手法は真空容器内部に外部電源

に接続したプレートやリミターを取り付け、プ

ラズマ中に電位分布を印加することで、ミラー

プラズマの交換不安定性成長率[4]を抑制する

ものである。 
 本発表では、上記の磁場分布計算コード並び

に本新型装置案のVortex Confinementによるミ

ラープラズマのMHD安定性解析並びに拡散係数

の計算について、最新の進展を報告する。 
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